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「この5年間で大きく変わった
のは、説明責任と責任に対す
る新たな認識です。法律は変
わり、消費者の要求も高まっ
ている今こそ、サステナビリ
ティを推進し、より良いビジ
ネスを生み出すチャンスなの
です」

EUは、環境への潜在的な悪影響を管理し、適切なサステナ
ビリティへの取り組みを浸透させるために、新しい規制3の
導入を検討しています。これには以下のものがあります。

• ファストファッションへの挑戦

廃棄物を削減するために、欧州委員会はファッション
企業に対し、生産量の一定割合に相当する量の繊維廃
棄物回収の義務付けを提案。代替案として地方自治体
の廃棄物回収業務に対する手数料の支払いを検討。

•  誤解を招くエコラベルの規制

欧州委員会はまた、ブランドが衣料品の広告にサステ
ナビリティを謳うことの制限を検討。委員会は、こう
した謳い文句（エコラベル）の半数までが誤解を招く
ものであると推定。

• 売れ残った繊維製品の廃棄禁止

EUでは、毎年約580万トン（人口一人当たり11㎏相
当）の繊維製品が廃棄処分されているため4、2023年ま
でにファッション企業が、再利用が可能で、リサイク
ルが容易な、より耐久性のある製品を製造することに
目標を設定。

しかし、このような規制実施が目前に迫っている中で、小
売業者が規制を遵守するために役立つテクノロジーはどの
ようなものがあるのでしょうか?そして、ブランドや個人
がより責任を持つことができるようになるイノベーション
とは何でしょうか?

EU内のラグジュアリー小売業は年々成長を続けています。実際、EU
は現在（米国に次ぐ）第2位のラグジュアリー市場1となっており、世
界中のラグジュアリー小売業の27%を占めています。欧州には成功し
たラグジュアリー小売企業が数多くありますが、その歴史は1989年
に最初のラグジュアリーブランドグループの構築に着手したBernard 
Arnault氏の企業戦略に始まります。これに対して、Gucci、Bulgari、
Fendiなど、彼のライバルたちの多くもすぐに追随したのです。

かつては欧州の上位企業10社はすべて銀行でした。しかし、最近、4
つのラグジュアリーブランド企業2がそのリストに含まれるようにな
なったのです。これは、これらのビジネスと経済に大きな成功をもた
らしましたが、この大規模な商業種の増加は、環境にさらなる潜在的
な影響をもたらしています。

規制は変化を促す非常に重要な触媒だとCrowley博士は言います。規
制を設けることで、ビジネスモデルを再構築する推進力が生まれ、業
界のさまざまな部門が協力し、より革新的な変化を生み出すことがで
きるのです。

その一例が、バイオテクノロジー企業Spiber社と小売ブランドの
Kering社、EILEEN FISHER社、Johnstons of Elgin社、DyStar社との
コラボレーションです5。これらの企業は、発酵技術を使用して、バイ
オベースで生分解性の繊維廃棄物を新しい素材に変えています。彼ら
の目的が何かというと、それは完全に循環型の繊維製品を製造するこ
とです。

このような取り組みがもっと多く見られるようにならないといけない
とCrowley博士は言います。彼女は、このようにテクノロジーを活用
してよりスマートなソリューションを見つけ、ラグジュアリー小売業
が環境への影響を最小限に抑えながら成功を維持できるようにするこ
とを推奨しています。
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今日の消費者の環境意識はかつてないほど高まっています。どのよう
な製品を購入するにしても、環境への悪影響ができるだけ少ないこと
を望んでいます。実際、多くの消費者は、それを確実にできるなら、
多少お金を払うことさえ厭いません。では、ラグジュアリー小売業
は、顧客のスタイルや価格への期待に応え、ビジネスを推進しなが
ら、どのようにしてサステナビリティを高めることができるのでしょ
うか︖また、テクノロジーはどのような役割を果たすことができるの
でしょうか︖「ラグジュアリー小売業における未来」シリーズの一環
として、ベライゾンは、ラグジュアリー小売業がサプライチェーンや
プロセスにサステナビリティを取り入れることを支援している生物学
者のHelen Crowley博士に話を伺いました。
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未来学者のHoward Saunders氏も同様の意見を述べています。「そ
れぞれの商品の背後にある物語、そして潜在的な能力こそが、その
顧客にとってエキサイティングな希望を生み出すのです」

効果的なサプライチェーンを運営することは、小売業者にとって非
常に重要です。しかし、気候変動や世界的な気温の上昇により、
業界ではサプライチェーンの混乱が増加すると予想しています。
Accentureによる最近の調査では、世界のCEOの約半数がサプライ
チェーンの混乱の主な原因の1つとして異常気象8を挙げています。

Crowley博士は、高度な気象分析技術で気温変化の予測が可能にな
り、ラグジュアリー小売業に役立つ可能性があると考えています。

ラグジュアリー小売業がサステナビリティについてさらに考えるよう
に求めているのは、EUや公的規制だけではありません。小売業者がサ
ステナビリティを向上させるためのビジネスケースもあります。環境
への関心を高めている社会意識の高い新しいタイプの消費者が増えて
いるため、小売業者は彼らがよりサステナブルな買い物をするための
方法を提供する必要があります。

若年層の買い物客は、購入するブランドに対してより大きな期待を寄せ
ています。ファッション心理学者のShakaila Forbes-Bell氏との以前の
記事では、Z世代の買い物客の73％が、サステナブルな商品に対してよ
り多くの対価6を支払っても良いと考えていることを紹介しました。そ
して、ブランドにより責任ある行動を求めているのは、若年層だけでは
ありません。2020年のMcKinseyの調査によると、回答者7（全年齢層）
の60％以上が、サステナブルなパッケージの製品にもっとお金を払う
と答えています。

ブランドが現代世代の消費者にアプローチするもう1つの方法は、ス
トーリーテリングです。最も記憶に残るブランドは、単に製品を販売す
るだけではありません。消費者を魅了し、何か大きなものの一部である
と感じさせ、リピーターを増やしています。これはブランドにとって、
サステナビリティを主張する上でますます重要になっています。

Crowley博士はこう指摘します。
「私たちは今、複雑な課題に
直面しています。世界を救
い、世界を変え、ビジネスモ
デルを変え、異なる選択をす
るという課題です。それは私
たちにとっても消費者にとっ
ても少し大きすぎる課題で
す。では、スマートで説得力
があるエキサイティングなス
トーリーで製品やブランドに
ついて、何をして何をしてい
ないのかをどう語ればよいの
でしょうか︖」

博士は次のように言います。
「サプライチェーンにおけるト
レーサビリティ、つまり、製品
がどこから来て、材料がどこへ
行き、それらの材料がどのよ
うな影響を及ぼすのかという
流れを理解することです。これ
が、継続的な環境変化に耐え
うる柔軟なサプライチェーン
を構築する鍵なのです」

「ラグジュアリー小売業における未来」シリーズの前半で、小売アナ
リストのNatalie Berg氏に、超コネクテッドエクスペリエンスとデジタ
ルテクノロジーの最良の利用法について話していただきました。その
一例として彼女が挙げたのは、センサーを利用したテクノロジーで、
企業は商品の製造から店頭までのトラッキング、分析、最適化を行う
ことができるということでした。サプライチェーンを可視化できれ
ば、小売業はあらゆる段階でプロセスを改善し、サステナビリティの
目標をトラッキングして達成することができます。
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無駄を無くし、再利用を増やす
このアプローチは、ラグジュアリー小売業界がサステナビ
リティを向上させるための効果的な手段です。しかし、こ
のアプローチが機能するためには、デザイナーから製造業
者、そして顧客に至るまで、すべてがプロセスのあらゆる
部分に関与しなければなりません。

ラグジュアリー小売業におけるサステナビリティを論じる際に使われ
るもうひとつのキーワードは、「循環型経済」です。しかし、それは
何なのでしょうか︖また、なぜ関連性があるのでしょうか︖

EUの循環型経済の定義は、「既存の素材や製品を可能な限り長い期
間、共有、リース、再利用、修理、改修、リサイクルする生産と消費
モデル」です。基本的には、製品のライフサイクルを延ばすことを支
援する方法です。

Crowley博士は、循環型経済についてより現実的に考える方法を提案
しています。博士によれば、小売業者は「獲る、作る、使う、廃棄す
る」という現在のモデルから脱却する必要があり、その代わりに、
「借りる、デザインする、使う、リサイクルする、アップサイクルす
る、ダウンサイクルする、そして借りる... 」という観点からもっと考
える必要があるということです。

しかし、その前に、小売業者は廃棄物をなくし、循環型社会の実現の
ために、再生可能な製品のデザインに注力する必要があります。博士
が言うように、「リサイクルし、解体し、持ち帰ることができるよう
にデザインし、その廃棄物を使って新しい生地や新製品を作る」ので
す。

その精神の核心は、前向きかつ有望なものです。

サステナビリティはブランドごとに若干異なることを理解することが
重要です。しかし、ラグジュアリー小売業は本質的に、製品の生産、
梱包、輸送、販売が倫理的でサステナブルなものであることを保証す
る必要があります。

デザイナーによるサステナブルな素材の選択から始まり、素材をサス
テナブルな方法で加工、サステナブルな製品を生産、責任ある方法で
販売する小売業者への出荷、そして最終的には、消費者がそれらを再利
用してリサイクルすることを選択するまで、この一連の流れはまさに実
現可能なのです。企業の意識が高まり、消費者の意識も高まるにつれ、
今後数年間で真の変化を遂げる絶好の機会が訪れることでしょう。

「ここ10年ほどのラグジュア
リー業界では、よりサステナ
ブルなサプライチェーンを構
築するためのさまざまな方法、
影響を理解するための方法、
変化をもたらすことができる
領域を試すための方法などを、
率先して試してきました。消
費者が高級品を選ぶのは、見
た目の美しさと同様に、その
産地が保証されているからで
す。ラグジュアリーブランド
が革新を続けることで、この
関係は今後も発展していくで
しょう」
– Helen Crowley博士

ベライゾンが小売業を変革するテクノロジーの検
討と導入を、どのようにサポートできるか詳しく
は、verizon.com/gb/retailをご確認ください。
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未来はもっと循環型であるべき

サステナビリティの未来
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